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新年度に向けて 
東久留米市長 

富田 竜馬 
東久留米市シルバー人材セ

ンター会員の皆様並びに関係

者の皆様におかれましては、

お健やかにお過ごしのことと

心よりお慶び申し上げます。 

また平素より、本市の行政

運営につきまして、格別なるご理解とご協

力を賜り、厚く感謝申し上げます。 

さて、全国的にも少子高齢化が急速に進

む今日、社会が成長していくためには、高

齢者が生涯現役として多様な形で社会参加

することがとても重要です。 

そのためには「人生１００年時代」とい

われる中、社会を支える一員として、自主

的、自発的に就業、ボランティア活動、地

域活動など、貢献していただける環境づく

りが必要です。 

高齢者の一人ひとりが、長年にわたり身

に着けられてきた経験や知識・技能を活か

し、生きがいを見いだしていただく場とし

て、シルバー人材センターの担う役割は、

一層大きなものとなってきます。 

シルバー人材センターの設立理念である

「自主・自立・共働・共助」の基、貴セン

ター会員の皆様の親切丁寧な仕事を通し

て、今後とも市民の皆様の期待に応えるべ

く更なるご活躍をご期待申し上げます。 

また、皆様のご協力と応援をいただきつ

つ、東久留米市が更に発展する一年となる

よう、私自身も一層努力してまいります。 

結びに、貴センターの会員の皆様並びに

関係者の皆様のご健康とご多幸を心からお

祈り申し上げ、ご挨拶とさせていただきま

す。 

新年度に向けて 
東久留米市シルバー人材センター会長 

名和 卓良 
春爛漫の季節を迎えていま

すが、会員の皆様にはお元

気でご活躍のこととお慶び

申し上げます。 

当センターでは令和6年度

の大きな課題として昨年 11

月に施行されたフリーランス新法関連への

対応に取り組んできました。 

フリーランス新法により会員の皆様が新

たに就業する前に就業条件をお示しするこ

とが必要となり、会員の皆様にスマートフ

ォン等を活用してご覧いただけるよう「ス

マイル トゥ スマイル」への会員登録を

推進しました。 

また、フリーランス新法の趣旨を踏まえ

た厚生労働省の方針に基づいて、これまで

の二段階の契約から発注者・センター・会

員の包括的契約への変更に向けて、鋭意ク

ライアント折衝を行ってきました。 

令和 7 年度はシルバー人材センターにと

って大きな制度変更であるインボイス制

度・フリーランス新法への対応をこれまで

に概ね終えたことから、シルバー人材セン

ターの新しい出発の年度とするべく、会員

の増強・就業開拓やボランティア活動な

ど、シルバー人材センターの本来の課題に

これまで以上に取り組んでいきます。 

結びとなりますが、会員の皆様のご健康

とご活躍をご祈念申し上げるとともに、こ

れからのシルバー人材センターの発展に向

けてさらなるご協力を賜りますようお願い

申し上げます。 

 

 

【掲載記事】 
1. 新年度に向けて(市長、会長) 
2. 賀詞交歓会 
3. 仕事別リーダー研修会 

地域懇談会（柳窪、南町） 
4. 広報部会活動 

コラム 
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賀
詞
交
歓
会
開
催 

 

昨
年
に
引
き
続
き
、
１
月

３１

日

（
金
）
に
、
賀
詞
交
歓
会
が
商
工
会

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
東
久
留
米
市
長
、
市
議

会
議
長
、
市
議
会
厚
生
委
員
及
び
、

関
係
者
各
位
の
皆
様
方
に
ご
出
席
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
側
か

ら
は
会
長
以
下
、
役
員
と
職
員
が
出

席
し
ま
し
た
。 

始
め
に
会
長
の
開
会
挨
拶
、
引
き

続
き
事
務
局
長
か
ら
ご
来
賓
の
皆
様

及
び
当
セ
ン
タ
ー
出
席
者
の
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
議
会
議

長
の
ご
発
声
の
も
と
、
乾
杯
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
公
務
の
た
め
到

着
が
遅
れ
て
い
た
市
長
に
は
、
別
途

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
出
席
者
の
皆
様
と
当
セ

ン
タ
ー
の
活
動
等
に
つ
い
て
の
情
報

交
換
や
歓
談
を
通
じ
て
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

最
後
に
、
小
田
桐
副
会
長
に
よ
る

閉
会
の
言
葉
で
賀
詞
交
歓
会
は
終
了

し
ま
し
た
。 

     

 

 

 

名和 会長 挨拶 富田 市長 挨拶 沢田 市議会議長 乾杯 

素
敵
な
音
楽
演
奏
や
踊
り

で
、
懇
談
会
を
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た 

懇談の様子 
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昨
年

11

月

15

日(

金)

シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議

室
お
い
て
、
47
名
の
リ
ー
ダ
ー

参
加
の
も
と
、
「
リ
ー
ダ
ー
の

役
割
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
修

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

第
一
部
は
、
宮
本
理
事
よ

り
、
「
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
」
に

つ
い
て
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
３
か
所
の
会
場
に
分

か
れ
て
、
就
業
内
容
や
グ
ル
ー

プ
内
の
悩
み
・
解
決
策
な
ど
に

つ
い
て
の
意
見
交
換
が
活
発
に

行
わ
れ
、
今
後
の
グ
ル―

プ
運

営
に
活
用
で
き
る
情
報
共
有
の

場
と
な
り
ま
し
た
。 

第
二
部
は
、
日
頃
交
流
の
少

な
い
リ
ー
ダ
ー
同
士
や
理
事
、

職
員
が
一
堂
に
会
し
て
懇
親
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

事
務
局
の
山
口
事
務
局
長
代

理
が
腕
を
振
る
っ
て
調
理
し
た

「
名
物
焼
き
そ
ば
」
も
登
場
し

て
、
宴
を
後
押
し
。
和
や
か
な

お
し
ゃ
べ
り
と
笑
顔
に
包
ま
れ

て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

 
   

各
地
域
別
で
開
催
さ
れ
た

懇
談
会
の
内
、
柳
窪
地
域
と

南
町
地
域
の
様
子
を
報
告
し

ま
す
。 

 

【
柳
窪
地
域
】 

 

1
月
28
日
（
火
）
当
セ

ン
タ
ー
会
議
室
に
て
懇
談
会

を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は

会
員

8

名
と
、
山
下
局

長
・
山
口
局
長
代
理
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。  

自
己
紹
介
、
事
務
局
か
ら

の
お
知
ら
せ
等
の
後
、
あ
み

だ
く
じ
で
班
長
が
厳
密
に
選

ん
だ
景
品
当
て
を
行
い
ま
し

た
。
し
ば
ら
く
の
懇
談
後
は

お
待
ち
か
ね
の
田
村
氏
に
よ

る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
で
す
。 

今
年
も
幾
と
お
り
か
の
ト

ラ
ン
プ
マ
ジ
ッ
ク
を
ご
披
露

い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
感
嘆

と
拍
手
の
う
ち
に
閉
会
し
ま

し
た
。 

 

懇
談
で
は
サ
ー
ク
ル
活

動
、
春
・
秋
の
散
策
会
や
祭

り
等
の
行
事
を
ご
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
来

年
も
ま
た
ご
参
加
い
た
だ

き
、
ぜ
ひ
会
員
同
志
の
親
睦

を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

お
願
い
し
ま
し
た
。 

 

マ
ジ
シ
ャ
ン
に 

拍
手
万
雷 

冬
ぬ
く
し 

(

柳
窪
担
当 

有
田
理
事 

作) 

        【
南
町
地
域
】 

 

１
月
23
日
（
木
）
南
町

地
区
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し

ま
し
た
。 

事
務
局
か
ら
小
日
向
次
長

に
出
席
い
た
だ
き
、
最
新
情

報
の
説
明
や
質
疑
応
答
を
行

い
ま
し
た
。 

   

 

そ
の
後
の
懇
談
会
で
は
、

「
ご
近
所
さ
ん
と
楽
し
い
お

し
ゃ
べ
り
」
を
テ
ー
マ
に
席

の
配
置
を
工
夫
。
ま
た
、
ゲ

ー
ム
と
し
て
「
じ
ゃ
ん
け
ん

大
会
」
を
行
い
、
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。 

懇
談
会
後
に
は
、
希
望
者

に
ス
マ
イ
ル
相
談
会
を
実

施
。
講
師
の
丁
寧
な
指
導
に

よ
り
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
完
了
。

参
加
者
か
ら
は
「
と
て
も
分

か
り
や
す
か
っ
た
」
と
好
評

で
し
た
。 

 

グループ討議 研修会 懇親会 
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 【
広
報
部
会
活
動
】 

 

令
和

6
年

１１
月
９

日(

土)

・

１０

日(
日)

の
二
日
間
、
昨
年
に
続

き
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
を
市
民
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
参
加
し
ま
し
た
。 

今
回
は
、
新
規
作
成

し
た
Ｃ
Ｍ
動
画
を
流
す

と
共
に
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
配
布
し
て
認
知
度

向
上
に
努
め
ま
し
た
。 

 

   

ま
た
前
回
に
引
き
続

き
、
セ
ン
タ
ー
の
「
手

芸
教
室
」
の
皆
さ
ん
に

協
力
い
た
だ
き
、
手
作

り
の
作
品
の
販
売
も
行

い
ま
し
た
。
特
に
、
土

曜
日
は
天
候
に
恵
ま

れ
、
当
セ
ン
タ
ー
ブ
ー

ス
に
も
、
大
勢
の
市
民

の
方
に
お
立
ち
寄
り
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
話
を
聞

き
た
い
と
い
う
方
も
多

く
、
手
ご
た
え
を
感
じ

た
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。 

   

【
広
報
部
会
活
動
】 

 

広
報
の
一
環
と
し

て
、
西
武
バ
ス
の
車
体

外
側
に
、
当
セ
ン
タ
ー

の
紹
介
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ

表
示
し
て
い
ま
し
た

が
、
３
月
末
で
終
了
と

な
り
ま
す
。 

ラ
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
た

バ
ス
に
出
会
う
と
、
そ

の
日
は
良
い
こ
と
が
あ

り
そ
う
！
で
し
た
。 

 
こ
れ
に
代
わ
る
広
報

媒
体
を
、
現
在
計
画
中

で
す
。 

         

４
月
か
ら
新
年
度
が
始

ま
り
ま
す
。
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
も
、
仕
事
や

組
織
活
動
等
で
変
わ
る

こ
と
が
多
く
な
る
で
し

ょ
う
。 

様
々
な
変
化
に
対
応

す
る
た
め
、
つ
い
目
新

し
い
方
法
に
流
れ
が
ち

で
す
が
、
継
続
し
て
行

う
事
も
大
事
な
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。 

「
継
続
は
力
な
り
」

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

セ
ン
タ
ー
で
蓄
え
た

様
々
な
実
績
を
活
用
し

ま
し
ょ
う
。 

“
相
田
み
つ
を
さ
ん
”

の
名
言
に
、
「
や
れ
な
か

っ
た 

や
ら
な
か
っ
た 

ど

っ
ち
か
な
」
と
云
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
。
言
い
訳

を
考
え
ず
実
行
す
る
新

年
度
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。 

【
広
報
部
会 

巖
渕
】 
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東
久
留
米
市 

市
民
み
ん
な
の
ま
つ
り
に
参
加 


